
■　成果
環境低負荷で効率の良い松くい虫被害対策を求めて
　松くい虫被害に対しては、駆除、予防、抵抗性マツの
植栽を３本柱とする防除体系がすでに確立されています。
しかし、農薬等薬剤の使用に対する制約が強まる中、特
に予防のための殺虫剤散布が困難となり、被害の拡大を
抑えられない事態が起きています。こうした状況下で松
くい虫被害対策を着実に進めるには、使える技術を総動
員する取り組みが必要です。そのため、本研究では以下
の４つの取り組みを行いました（図１）。

場面に応じた駆除手法選択
　省労力で環境への負荷の少ない媒介昆虫の駆除技術と
して、天敵微生物製剤と被覆・粘着資材を利用した手法
をとりあげ、防除の現場での効果を実証しました。これ
らの手法をそれぞれの特性や場面に応じて使い分けるこ
とで、これまで作業を行うことが難しかった場所で駆除
を実施し、また駆除にかかる労力や経費を削減できるよ
うになりました（表１）。

松くい虫被害材の燃料利用を促進
　被害材を燃料として利用すれば、松くい虫防除と木質
資源の有効利用を両立できます。そこで、木質バイオマ
ス発電所や地域熱電供給システムで被害材を利用する取
り組みを岩手県で調査し、モノ（木材やチップ）と情報
の流れを模式化しました（図２）。模式化したことで、被
害材の利用を進めるために何をすべきか、どこがネック
になっているのかを検討し、対処することが容易になり
ました。

高付加価値化で予防伐採を促進
　未被害の松林を守るためには、周辺の松林を予防的に
伐採することが有効です。この予防伐採を進めるには、
伐った松がお金になることが重要です。そこで、松材の
新たな用途を創り出して付加価値を高めるため、アカマ
ツCLT（直交集成板）の製造技術を確立しました。

場面に応じた抵抗性マツ利用技術
　被害地で求められる強抵抗性クロマツと、未被害地で
求められるマツノザイセンチュウ非感染の抵抗性クロマ
ツ採種木を作出する技術をそれぞれ確立し、苗木の育成
を進めました。さらに、アカマツ林業の存続に向け、材
質などの特性とマツノザイセンチュウ抵抗性をもとに適
切な植栽品種を選ぶことができる検索システムを開発し
ました。

松林を利用し、松林を守る
　以上の成果をまとめて、薬剤の使用が制約される中で
も使える技術を総動員する、新たな防除体系を提案しま
した。松くい虫被害が広まってしまった状況で松林を維
持存続するには、守るべき松林に防除対策を集中し、周
辺の松林では樹種転換等によって松自体を減らす取り組
みが求められます。本研究は、松林を「伐って使う」こ
とによる被害対策の重要性を示しています。

■　研究資金と課題
　本研究は、農林水産業・食品産業科学技術研究推進事
業「薬剤使用の制約に対応する松くい虫対策技術の刷新」
（課題番号27020C）による成果です。

松くい虫被害に対しては駆除、予防、抵抗性マツの植栽による防除体系が確立されています。しかし、
近年の農薬等薬剤の使用に対する制約によって、十分な防除ができずに被害が拡大する事態が起きて
います。そこで本研究では、①媒介昆虫を駆除する省労力で環境への負荷の少ない技術の効果を実証
し、②被害材の燃料利用を促進するモデルを提示し、③予防伐採推進に向けたアカマツ材のCLT製造技
術を確立し、④被害地、未被害地、アカマツ林業地域のそれぞれで必要とされる抵抗性マツ利用技術
を開発しました。そして、薬剤の使用が制約される中でも使える技術を総動員する、新たな防除体系
を提案しました。
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図1．松くい虫被害対策技術の刷新に向けた各種個別技術

図2．木質バイオマス大規模発電型の松くい虫被害材燃料利用モデル

専門用語
駆除：松くい虫防除において
は、病原体マツノザイセン
チュウの媒介昆虫であるマツ
ノマダラカミキリが成虫に
なって飛び広がる前に死滅さ
せることを指す。

予防：松が枯れないように、
予防的に殺虫剤を散布したり、
薬剤を注入したりする処理。

天敵微生物製剤：媒介昆虫マ
ツノマダラカミキリを病死さ
せるカビを使った防除資材。
枯れた松から脱出したカミキ
リの成虫はカビを培養した
シートに触れると死亡するた
め、マツノザイセンチュウの
媒介を防ぐことができる。

表1．媒介昆虫駆除手法の特性と使い分け
現行で主流となっている「くん蒸剤処理」と本研究で取り上げた２つの手法を比較しています。赤字で示した
各手法の弱点をみると、各手法はそれぞれ補完し合う関係になっていることがわかります。

 *平成29年より製剤が生産中止となった。
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防除種別 生物的防除 物理的防除 化学的防除

防除効果 高 高 高

密閉処理の要否 不要 不要 必要

製剤施用量調整 容易 （製剤不使用） 困難

シート回収要否 生分解性シート使用で不要 必要 生分解性シート使用で不要
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